
申込締切：2026年１月30日（金）※締切後は要相談

本校は、職業能力開発促進法にもとづく東京都認定の普通課程建築施工系木造建築科の職業訓練校です。
【東京都知事認定職業訓練校（1958年第3号）・東京都職業能力開発協会会員・NPO東京建設技術センター協力団体】

東京建築
高等職業訓練校

2026年４月【第69期】入校生 募集案内
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！同じ目的を持つ仲間たちと交流したい!

建築大工に関する
資格を取りたい！

建築大工専門の
学科・実技を勉強したい!



1958年の創立から
4,600人以上が巣立っています。

木造建築の
伝統技術・技能を学び

次代の建築を担う

訓練期間　２年間（夏・冬・春休みあり）

訓 練 日　�基本的には毎週土曜日が登校日�
午前９時〜午後５時�
１年次47日／２年次52日

試　験 　�入学試験はありません。�
学年末試験と修了試験および技能照査（学科・実技）があります。

教　室 　�学科　東建国保会館　東京都新宿区高田馬場2-13-16�
　　　（JR/東京メトロ東西線/西武新宿線 高田馬場駅 下車徒歩５分）�
実技　東京都立多摩職業能力開発センター府中校　東京都府中市南町4-37-2�
　　　（京王線「中河原駅」下車徒歩10分）�
※学科・実技ともに変更の可能性あり。

１ 

年 （
47
日
）

学　科 基礎 & 専攻実技

基礎学科 専攻学科 機械操作基本実習・測量基本実習・安全衛生作業法

建築概論
建築計画概論
建築生産概論
測量／建築製図

規矩術
建築材料
工作法
仕様・積算

道具の使い方と手入れ／尺杖・大矩
墨差し・砥石台／継手・仕口各種／直進階段
朝顔箱／四方転び踏台／棒隅木
和室の造作仕口

１年次訓練科目

２ 

年 （
52
日
）

学　科 基礎 & 専攻実技

基礎学科 専攻学科 器工具使用法・工作実習・木造建築施工実習

構造力学概論
建築構造概論
建築製図／建築設備
安全衛生／関係法規

規矩術
仕様・積算
木造建築施工法

和風小屋丸太墨付け・仕口
振れ垂木・屋根筋交い／回り階段
隅木・ひよどり栓／入隅・振れ隅木
反り隅・茅負い原寸図／分散実技（各事業場で）

２年次訓練科目

延べ修了者　普通課程：1,904名 ／ 短期課程：2,783名
在 校 生 数　普通課程：39名 ／ 短期課程：13名
講師・指導員　学科講師６名
　　　　　　　実技指導員12名

目的 　�建築大工等建築技能者として独立し、各必要資格を取得するための学科・実技訓練
を行います。

事業 　① �初級（新規学卒者・建築大工等実務未経験者）および中級（建築大工等実務経験者）
対象の養成訓練（普通課程・２か年）

　　　　② 訓練校修了生および中・上級者を対象とする技能向上訓練（短期課程）
　　　　③ �２級建築施工管理技士、１・２級技能士等の資格取得のための訓練（短期課程）
　　　　④ 日常の建築実務に関する技術・技能研修（短期課程）

歩み 　1958年　３月26日　東京建築技能者養成所として設立。
�４月第１期生入所。11月20日東京建築共同職業訓練所として職業訓練
法にもとづく認定を受ける（東京都で第３番目、建築関係では初の認定）

1961年　優良訓練団体として東京都知事から表彰
1966年　優良訓練団体として労働大臣から表彰
1969年　�職業訓練新法（職業能力開発促進法）により東京建築高等職業訓練校に名

称変更
1973年　全国優良訓練校として労働大臣から表彰
1976年　優良訓練校として東京都知事から表彰
1981年　優良訓練校として中央職業能力開発協会会長から表彰

訓練校概要

１年  入校式（４月）、特別授業（８月）、学年末試験（２月）、屋外研修（伝統保存建築物等）【２年生と合同】（２月）、終業式
２年  �始業式（４月）、匠の技の作品製作・出展【有志のみ】（７〜８月）、特別授業（８月）、研修旅行（11月） 

技能照査試験、学年末試験、屋外研修（伝統保存建築物等）【１年生と合同】（２月）、修了式

課外訓練・行事



申込締切：2026年1月30日（金）※締切後は要相談

募集要項
募集学科・定員 　�普通課程建築施工系木造建築科／50人

当校規則を守り、建築の仕事に就きながら建築技術技能者を志す意欲のある者（実務経験の
有無は問いません）。ただし、中学校卒業者は２年の実務経験が必要です。

費　　用 　① �入学金　35,000円（申込時に納入）
　　　　　　② 授業料　月額16,000円
　　　　　　　 ・�教科書、教材、製図用紙、実技実習用材料等は無料です。
　　　　　　　 ・�手道具一式、製図用具、作業着は本人（または事業所）で揃えてください。�

※手道具一式（約12万円）、製図用具（約6,000円）は、訓練校で注文できます。

入校手続 　① �下記に連絡し、「入校願」を請求してください。入校願と入校説明書を送付します。
　　　　　　② �入校願に必要事項を記入・捺印し、写真４枚（縦３cm×横2.5cmで３か月以内に撮影のもの：

裏に氏名を記入）を添付して訓練校事務局に提出してください（郵送可）。
　　　　　　③ �入学金を口座振込み、または現金書留でお支払いください（一度納入された入学金は返却しません）。
　　　　　　　 ・�申込締切は１月30日です。手続が完了された方には、「入校式の案内」等諸資料をお送りし

ます。
　　　　　　　 ・�訓練の見学を希望する方は、下記お問い合わせ先まで事前に連絡してください。

お申込・お問い合わせ先

NPO東京建設技術センター TEL.03-3200-7911
E-mail：toren@zenkentoren.jp〒169-0072 東京都新宿区大久保2-1-18 プラザ新大樹ビル305

https://tgcenter.jp/� FAX.03-3209-4087

東京建築高等職業訓練校 TEL.03-6417-0680
E-mail：kunren@tokyokenchiku.jp〒141-0031 東京都品川区西五反田2-31-6 セブンスターマンション2F

https://tokyokenchiku.jp� FAX.03-6417-0681

修了時の特典
① 修了時の技能照査に合格すれば、建築大工２級技能検定の学科試験免除。
　 ・２級技能検定合格後２年の実務経験で、１級技能検定の受検が可能。
② 最初から１級技能検定を受ける場合は、修了後４年の実務経験で受検が可能。
③ 高卒の場合、修了後すぐに二級建築士試験の受験可能。試験を合格し、修了後２年の実務経験で登録可能。

二級建築士の受験にあたっては、国土交通大臣の指定する建築士に関する科目（以下「指定科目」という）を修めて修了した
者です。
したがって、各自が履修した「指定科目」の修得単位数によって必要となる建築実務の年数が異なり、その修得単位数によっ
ては受験ができない場合もあります。
本課程の場合は、「必修科目」を所定の単位数以上習得することにより、二級建築士を受験することが可能になります。
実務経験については、試験の前後に関わらず、修了後２年の指定実務を積んでいればよいこととなりました。

④ �修了後の実務経験７年（技能照査合格の場合は６年）で職業訓練指導員免許を取得するための48時間講習の受
講が可能。

訓練生派遣事業主への助成
申込締切日までに申込を完了し、雇用保険を適用する建設業事業主は、一定の条件を満たせば「人材開発支援助
成金」を受けることができます。
※給付申請等については、東京建築高等職業訓練校事務局にお問い合わせください。


